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炭鉱爆薬の燃焼防止剤について (第2報)

- 無 枚 化 合 物 -
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糠窮の燃焼はガスおよび炭じん爆発の危換性をはらんでいる｡このため現掛こ即応した爆薬

燃焼拭改装既を飲作し,爆薬に燃焼防止剤を配合して燃焼防止性の効果を究明した｡

結果 :点曲水を多量に含有した無税化合物のn,次の化合物が軽焼防止剤として有効であっ

た｡

1. A]暮(NOl)l･9Hz0

2. All(SO●)i･18H20

3. MfESO.･7H10

1. 緒 甘

炭鉱爆薬の燃娩原因および国内外の燃焼災音gf例な

らびに有機化合物のアルカリ盤,低沸点有機酸の燃焼

防止性位の判定について節 1報に報告したl)｡

循外国においても炭鉱爆薬の魅焼防止剤について有

機,無髄 の兜明が行なわれている｡ドイツにおいて

は KhsscDIの戊鉱姓薬に建燃任を与える成分とし

て次の添加物を上げている｡

有線酸金属塩 (とくにアルカリーutld/oderァルカ

リー土偶または.そのアンモニヤ化合物)

有機金属化合物

アルカリー土偶の炭赦盤 (とくに特性をもつ Mgu･

nd/oderCA)

その他無執成分!)

これらが系列的に爽際どの程度有効であるか明砲に

は知られていない｡今回革者等は無根成分の括曲水を

多丑に含有しているものが爆薬に対しどのような燃焼

防止性能を示すかを考癖すると弗に,燃塊状旗を節 l

報と同様,帝級10に分け,その有効性の判別 を行な

い.また爆薬が燃焼した歩合の圧力変化を圧力変換鱒

で軸定し.爆薬燃焼条件の検討を行なった｡次に薬包

鰍 こ消婚期を加えたときの燃焼防止効果および爆薬に

庚じんが混入した場合の燃鮎 の誹敦をし,その解明

を行なった｡

2. 爆薬燃焼防止剤

無機盤の姑曲水を含有するものの中から煉薬と取合
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しても水酸化バリウム･8水盤のように胡安と反応し

てアンモ三十gに分解させない盤を選定し,結晶水の

解般温度でA,t)と2系列に分けた｡

札.低温で結晶水が解離するもの

硫酸ナトiIサム110水盤.燐酸ナ トリウム･12水

盤,炭酸ナトリウム･10水盤

b.高温で結晶水が解藤するもの

故酸ク17ムカリウム･24水盤.硫酸マグネシウム･

7水藍.琉取アルミニウム･18水盤.胡散アルミニウ

ム･9水盤｡

含水率および分解温度を表 lに示す｡

寂 1 含水率および分解屯皮袋

名 称 含水率 (W) 分解 iR庶

Na卯 ･:10H10 ll.268度,5,31 32･4
NalHPOl:12H10 日.523 0.604-5H10:35.1
Na2COI:10H20 ll.700 0.629-9H玉0:35.27

KBCr2(So一).2iH2. 1.088 0.521参考KCr(SO一)2･12H20-12H皇0:BO
OMgSO一;7HzO 0.955 0.488 -7H2

0:200All(SO-)J:18H20 0.948
0.486All(NOJ)I;9H10 0.983

0.495含水率Wとは各燃焼防止細の有効水泡のことで次式

で朴井した

｡ 結晶水丘結晶水を除いた分子丘W
=__.
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ある｡

3. 爆鵡軽焼拭験痕tE

図 1および図2に示す通り大型臼砲(砲口径5.5cm,

延長120cm)を使用し.口元には第 1報T･はゴムの密

閉箆を用いたが,今回は飲料の鹿田用取付金具を使用

した｡曲別用取付金具は内軸を20mm少の空洞にして

砲口例には中心に狭段孔(1-3mmや)があり,空洞の

側壁近くに脚故 を通すだけの孔 2Jnm少が恥ナであ

る｡また砲内矧 乙は始発時のドレンおよびミストや脚

瓜の府が柵 孔に括らないようにドレン･ミスト滑用

にくぼみをもたせ,ガス通過の孔 2mm≠10ケを仰げ

たふたが取付けてある｡次に鞄内圧カを測定するため

) 臼砲肺 中央上部より肌 に向って垂直に 1cm の穴
を2ケ招け.圧力変換韓と完全密閉妖験の番台のガス

抜きコックが施してある｡圧力変換群の圧力が受ける

塘市には約3mm厚のゴム故を5枚張D付け.研帝政

による机俄を防止している｡ゴム板を毅付けないと,

現在のところどのような圧力変換幹でもl-2回の釈

放で斌俗を受け測定不便となる｡またゴム板張りの彫

轡を調べるため,ゴム坂の張ってない場合とゴム板 1

枚破9のものから8枚破Dまでの圧力を圧力校正欝で

脚定したが,圧力には墓がなかったので｢応5枚破り

を使用して圧力を油症した｡
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図 2

宙同月放付金典Yol.lI.No.J.tWZ 4. 拭 験 方法供故方法は節1租と何様であるが

,図 1に示す通り白砲内に6号屯免雷管を冶甘した励爆包

50gを孔の-番兵に逆起姫の型に装着し,受爆

包50gを一番手別の約 1m寂れた殉燈梯 外の箇

所に裳苛す る｡励撤包(燃焼防止剤を定食していない

爆薬)を起爆させ,その高圧高熱ガスによる愛撫包 (

燃焼防止剤を配合した拭封爆薬)の燃焼状憩を嗣べる

｡夷際の発破現妙では札裂等があPポアホール内の完全

密閉はあまり考えられないので,南関用取付金具に孔

径1-3mmのガス噴出のための狭隙孔を施している

｡5. 拭 料 作成励爆包に炭鉱粒薬 Eq.S-(爆薬 (組成

:ニトpグリセリンおよび鍋薬9.12%,硝安 53･88

%.木粉 7.0%,食塩30%.各成分共肝審訊藍 土0.5%,弾道振子

任51.7mm)を使用し,受轍包には上記僻 に悠焼防止

剤を配合した｡燃旋防止剤の配合は結晶水の水虫で

2鶴,4%,6%とし,そのときの爆薬 10

0g中の燃焼防止舵 合皿庇は衷2に示す通りである｡
蛤焼防止柵 合後,起爆他力を調べるため6号雷管で起爆

辞政を各配合に対し3回あて行い, 1回でも半感状のものが

出た場合は銑故拭料より除いた｡ 起爆釈放の結果 Na一

COl･10HtOの6%配合のものは半爆状が出たので燃

焼拭験には使用していない｡なお防止

剤紙料には飲薬 1鋲晶を用いた｡ 虫 2 燃焼防止剤配

合皿丘NaZSO▲.lOH20 a.58g 7.15

g IO.73gNA‡HP0..12HIO 3.

3l 6.63 9.94NaICOJ.IOHIO 3.18

6.35 9_53K2Cr2(Sol)I.1

2Ⅰも04.18 8.35 l2.53MgSO●.

7H10 ラ.91 7.82 ll.73AJ暮(SO▲)8.18H10 4

.ll &22 12ー33All(NOB)I.9Hz0 4.63 9.25 13.88

4. 燃焼状態等敬啓故の決めカは節 1報の写苅A
-Fおよび等級別燃焼状態図より改定するので約回と

同一である｡燃焼状故国は第 1報にも掲げているが,

試甜 菜衆と見比べやすくするため,その図を図3のように概蛤塊から



図 3 等歳別燃塊状汲

7. 特 異

辞政はまず結晶水が爆薬の払旋防止に対し有効であ

るかどうかを租かめるため.爽用性には乏しいが8系

列の低iRで蘇曲水が解擬するものについて燃焼防止性

能の検討を行なった着払 有効であることが判明した

ので次に央用性のあるb系列の高温で藩曲水が解澱す

るものについて判定を行なった｡

結果の判定は,第1報では励頒包に Eq.S-I爆薬

使用の場合,等級 lの徴燃焼から等親5の半燃大まで

を防止剤の効果があったとし, Eq.S一江爆薬を用い

た妙合, Eq.ら-Ⅰ爆薬より威力が耐いため等級 Lか

ら等級3の半燃小までを効果ありとしていたが.今回

畢者らは肋爆包に Eq.S-1爆薬のみ使用しているが

等級)以下の燃焼防止性健をもつ防止剤を効果ありと

判定した｡

就故の判定は前回と同声･ l回でも好走等線を上廻
ったものについて牲有効としていない｡

7-I8系列防止剤 :攻敗孔両輪 3.45nn l の場合

狭僚孔両横3.65mm2と云うもの札 洗練孔径 Imm卓

のb-損と鵬 を通す7L.2mm卓の面横 (鵬 を通した

孔は励爆包起爆後,脚線披礎のビニールが溶け,触

のみとなり,その周囲よりガスが噴出するので御舟孔

2mm中の両線から銅線径0･42mm2本の断面餅を引

いた両横を脚線孔面功とした｡)を加えたものである｡

耗駿はA系列の低温で結晶水の解任するものについ

て行ない.破3に示す通り狭味孔面積 3.65mtntで励

糠包に Eq.S-Ⅰ爆薬を使用し,受爆包に燃塊防止剤

の配合していない同一の Eq.S-1爆薬を用いると等

親10で完全燃焼である｡この受爆包に椿塊妨止刑を配
合すると燃塊状鰻が変り, NA2SOl･10Hz0 が水虫が
4%で等級4,6%で等級3.4を示し.NA王HPO.･

12H20 では水虫4%で等級3,4,6%で等級lと

なった｡2%水盤の等親10完全燃焼は決槻孔の目づま

りで南開状嬢になったためであろう｡次に NaZCOl･
10H20 では水鳥2%で特赦3,水虫4%で琴線4.

5と等級が上になった｡

以上の結果より防止剤の柾頼により,水虫2-4%

で結晶水の燃焼防止性能があることが判明した｡

薮 3 燃焼防止剤渉加別格挽苛政

(決醸孔面8 3.65mm:)

＼ 一輪境状況 I 2 .3 単品やi半長大6 7796*8過強桔 10添加剤名蕗t＼ 杜 松 紺 野半燃′ト
敢然′ト憩撚中 払 挽空 と 土空聖 ㌫ TiN82SO一.10H壬02% 巨 ≠I I l2i===>r===コ亡端lこ才一===㌫~｢=i±■=il2 I同 上 4% 2 l

同 上 6% I
I 1

｣⊥ ーli.W,. ､.岳 i i 1

1 I I(

等故による燃焼状況は国)に示す)7-2 tI系列防止剤 ;訣鞍孔面積 3･dSnhtの租含 防止剤の配合していな

い受燥包はa系列耗故の場合,狭際孔面軌ま3.65mTrL!でA系列防止剤就験の敏合 等鍵10で完全

燃焼であったが.この就敦を始めたときと同様で.励感包および受爆包もEq.S-1爆薬と同 は等級6の強燃小と燃焼等故が低下していた



の Eq.S-Ⅰ爆薬を使用したが,しかし防止性の比較

であるから典故にはさしつかえないと考えた｡

この爆薬に燃焼防止剤を加えて行くと束4に示す並

pMgSO一･7H10では水虫2%で苛政4,5と効果が

少なく,水虫40/Oで等級3と効果を示した｡次に Al王

(SO一)I･18H20は水叔2%で等級3,4と捜碇等級)
を越えたものが出たが.水虫4%で等級)と効果を示

した｡またAl(NOさ)さ･9Ht0では水虫2%-C等級2,3

と非常に良い防止効果を示したが,逆にK2CrZ(SÒ)l

･24H20では水魚20/Oで等親10の完全燃焼で.防止剤
を入れない場合の等親6に比べると,これは燃焼促進

剤の帆句を示した｡

また水魚4%でも等級4と10で燃焼促進剤的効果を

見せ,水TJt60/Oで防止効果を示した｡

蛮 4 燃焼防止剤皮合別松塊等放 く関口申3.65mm2)

同上 4%
同 上 6%

同 上 4% ･ 1 . 2 I

l I同 上 6% J2 2
m ｣ l l I′. .●.●

2% l I l

l 2同 上 4%同 上 6%7-3

b系列防止剤 :訣敬礼面積 3.14mmtの喝合狭

蘇孔面税を小さくするため就改装紀の碑閉用取付金

具の代りに,第1報で使用した密閉用 ゴム色を用い,狭瞭孔両横

を).Hmmtとし,7-2項の Eq.S-Ⅰ爆

薬を使用して同様の燃焼試験を行なった結果,防止期

を瓦合していない受爆包の伝焼等級が喪5に示す適96

,7で.この爆#fこ防止剤を加えて行 くと.MgSO一･7H

20 では水虫2%で等級3,4.6と防止効果は

なく,水虫4%でも等親3,4と静定等蔽うを越えたものが出た

｡次にAlZ(SO.)8･18HtO では水虫2%で

等級5,6と防止効果はなく.水虫4%で専政2,3と防止効

果を示した｡また AIz(Wo暮)8･9H10では水

虫2%で辱穀3,4と港定等鼓3を越えたものが出

たが.水虫4%で時政2,3と防止効典 を示 した｡なお7-2項と

同校KZCrt(Sol)l･24H10は水虫2%で等親10の克全燃焼で水丑4%で等銀5

,10と云Yd,33.No.1.1m

(等級による燃焼状況は図3に

示す)うような燃焼促進剤的作用を示した｡KZCrZ(SO.)l･24H20 を除き

,各防止剤の燃塊防止位位は次の速りである｡Al-(NO一)I･9Hz0>All(SO一)暮･)8Hz0

>MgSO一･7H王0狭際孔をなく

し完全癖関にした場合,A12(NOB)き･9H皇0,AII(sot)J･18

H20.MgSOl･7HIO,K2Cr2(SO一).･

24H10の各防止蜘 6%の配合でも等親)0の完全

低地であった｡この紬 浜田で励爆包にEq.S-Ⅰ

爆薬50gを使用し完全密閉で燃焼耽験 を行なえば,

現在のところ有投,無機化合物を通して地境防止剤と

なり得るものは見出せない｡ただし助爆包の薬畳を50

gより減ずれば,圧力も温度も低下するので防止剤の効果

もあらわれて くる｡その他にMgCJ･6H20につ

いても.この爆薬に起合して燃焼拭政を行なったが,効果はあるが吸



慈5 必境防止剤配合別伝鹿等鼓
(訣酸孔面積 3.14mmI)

慧 讐 二 ]徴燃附-2-≡F*i-ト4中松中 5単粒 6軌 撚 小 7強 燃 中 8助燃大 9超執

燃 lO燃 焼Eq.S-Ⅰ椿英 1

1 L ._MgSO一.7HtO 2% I 1 2MgSO一.7HtO 2% I l｢ … 2

同 上 4C/0 1 Ll
闇 5675m2%

l l I同 上 4%

I l Iので結果

より除いた｡8. 艮じん混合の場合の雛焼

採炭現掛 こおいて装薬中,薬包親の破れ等により燥

妻掛こ戊じんが混入する場合が起るが,このような状感のとき

爆薬は前段の発破の脚 を受け燃焼すると云われているが,この状趣で願 がどのよう

な燃焼性をもつか,愛撫包(Eq.S-Ⅰ爆薬)5

0gに炭じん2%.5%,15%泡合し,励撫虫 (

受爆由に同じ)50gで燃焼紬 を行なった｡結果

は衷6に示す適?炭じん取合しない場合は燃焼等級6の強燃小であるが,炭じん2%浪合すると

噂級8,9の強燃大と超軌賂となり燃焼しやすくなってく

る｡また炭じん5-15%汲合すると等親)0の完全仏娩

となD非常に燃焼性を増加する｡次に受爆包くEq.

S-Ⅰ爆薬)知gの歯面 (鹿瀬包に両した方)に炭じん5%または15%汲合した Eq.S-

Ⅰ爆薬10gを薬包婦をほどき演現して励燥包 く

愛撫包袋

4 6!じん汲合の場合の燃焼(使用煩茄

:Eq.S-Ⅰ廼我)遠 敷 T之

5 ■ ∫ 6 7 8
9 品

ロ ⊂】亡コE)一ヨ ■ 一■■一lI-最lれ痕合tt, ラ
盛れ2脇血合

7∫▲∫%■
24/5%'
2dGg空,o'9

∫,'g ′;9 2 (寄掛

こよる松塊状政はBJ)に示す)に同じ)50g

で燃焼耗晩を行なった｡結果は衆6に示す通?受娘

包に炭じん混合の Eq･S-I爆薬を婚面に裳墳しない敬

合,等親6であるが,これに戊じん

5%混合の娘薬10gを装填した変換包は等銀7.

8と燃焼性を増している｡また段じん15%混合の爆薬

10gを装填した受糠包は等級8で燃焼しやすくなっ

ている｡爆薬の燃焼は炭坑内のガス.炭じんに対し帝火源となる危敵性が伴なうので保安上装薬に際

して

は非包の姐俗等起させないよう十分注意 を賓する3㌔

9. 茶色帆=泊地剤を加えた場合糠薬の燃施初期

払 薬包紙の周囲の/,'ヲフィンの燃焼から始まり,次に

薬包紙に移行し爆妻掛こ中火するというのが一般的に

考えられる｡この歩合.荘包枕に消脚 を加えていれば爆

薬の鵬 をある轟庇防止できるのではないかという鑑定

のもとに燃焼織 を行 なった

｡薬包妖駄科の作成は.クラフト耗および西洋続を食塩水ま

たは塩化カリ水20%に油分開設し.引き上げて乾旅さ

せ,径 29mJTIの米持で1枚半巻きとし,鱒を三

つ折りとして外径 30mm の席包を作り.中に薪G梢爆50gまたは Eq.S-1爆薬を装填し受爆由 と

した｡また励糠



括束は糞丁に示す通り,新G鵡糠捷用の場合,クラ
フト紙のみのとき励爆包22.5gで等級1,2が各 1回

と帝政)0の完全燃焼が3回,同じく励牡包22.5のクラ

フト紙を食乾水20%に乾したものが等親】0,2回とな

っている｡また同じくクラフト紙を盤化カリ水20%に

浸したもので専政 tが Ⅰ回と等親10が1回でている｡

次に Eq.S-I爆薬を使用した場合,クラフト状の
みのとき等級丁が1回, 8が2回.10が1回 でてい

る｡クラフト枕を食乾水20%に乾したもので等歳丁が

2回,専親loが2回でている｡また西洋続のみのとき

等親丁と8が各 Ⅰ回でて.酉沖桝を食盤水20%に浸し

たもので等親7と10が各1回でている｡

以上の結果を判定すると.拭故回数も少ないが食盤

または塩化カリを薬軸附こ吸着させても,爆挑 焼防

止には効果はないものと推定される｡また薪G棚 の

鵬 包22.5gの苛鼓 lと等叔10のJiラツキは,曲娘包

薬忠20gの場合,噂叔]であるから.薬丘22.5gのと

きは爆発の状漣により,この爆薬を燃焼させるか,さ

せないかのギリギリの薬虫のためと考えられる｡

クラフト釈および西洋続の盤の吸廿割合は両方とも

春 7 非包枕に消娼剤を加えた場合

孤立と苛政薬包鎌状魚 励 感 包(g) 交 換 包(g) I 2 3 4 5 6

7 8 9 lOクラフ ト統のみ 新G20.0 #

G 50 2〟 〝22.5 II 50 1 I I

3/′ r′25.0

II50 l′′ W50.0 II50 3クラフ

ト紙を食塩水20%に殺したも〟 Ir22.5 〝50 2′′ II50.0 II50
3クラフト班を塩化カiI水20%に殺したもの II22.5 W50

i 3クラフ ト統
のみ Eq.S-I50Fq.S-,I. I

2 1クラフト続を食塩

水20%に乾したもの rI5
0 〝 50 2

2四 押 紙の み II 50 II50
l i才幹続を食塩

水20%に鼓したもの II50 ′′ 50

1 10.17g

/IOcmtである｡10.爆薬燃焼時の圧力および

砂時図4-7の曲線は爆薬捻旋拭晩浜跡 こ取りつ

けた圧力変換群より増樹幹を通D,ホトコーダーに紀

錬させた圧力および秒時を回にしたも

のである｡始め励爆包の椴発による術動圧は,ホトコ

ーダーの追跡妃故他力が450m/secであるた

め,立上り在線の上外政高圧が押くなって解Pかねるの

で,油紙して術動圧の油過投の50ミリセコンド的後からの砲内圧カ

を取った｡その叔

高圧は,国4に示すように圧力降下が起ったと思わyol.33.No.1.1桝 れる明疎な点を取った｡この砂

合紀鼓妹の

速度は一定である｡圧力降下開脚 の50ミリセコンドと遅いの



50gを使用した助合の時政)0の完全燃焼である｡0.2

秒前後から圧力降下曲は1秒まで圧力が俄ばいになっ

ているのは,爆弗全面より急速に燃焼が起ったためと

考えられる｡また×印は○印と同執 励爆包にEp.S

-Ⅰ麟 50gを使用し.受燥包には Eq.S-T爆蔓掛こ

硫酸Tルミ･)8水盤 (水虫換昇2%)を内制に配合し

た薬最50g.狭瞭孔0.79mmtの放牧旺曲線で,これ

も等級)0の完全燃焼であるが.0.2秒前後から圧力降

下農は扱い曲鰍こなっている｡これは燃焼防止剤が配

合してあるため,燃焼が扱億になったものと思われ

る｡

次に△印は前紀と同じ励燥包50gと,受爆包には

Eq.S-Ⅰ臓 に琉虫マグネシウム･7水盤 (水忠換井

4%)を内部に配合した英丑50g,狭際孔3.14mTnZ
の燃焼圧曲鼓で,これは等親 lの微燃焼で圧力は秩ば

い等を起さず急降下している｡以上の曲鰍ま親明上代

衆的なものと選んで示した｡

図6は図5と同じく縦軸に燃焼時の臼砲内Etiカ,横

軸に轟過砂時を取った尊顔別曲線 (代袋的の線)であ

る｡椿姫就故は励爆包に Eq.S-Ⅰ爆薬50gを,また

受爆包には Eq.S-Ⅰ爆毒掛こ各租賂娩防止剤を配合し

た薬丑50gのものを使用した｡狭除孔は2.86mm!で

ある｡この図6より考えられることは噂級が低い軽,

圧力の低下も速くなっている｡また等級8と等故 7.5

の曲農が逆に等級7.5の方が上部になっているが,こ

れは払出防止剤の棚 の差があらわれたものと推癖さ

れる｡この園においても娘薬の燃焼したものは圧力降

下農が0.2または0.4秒の問で曲鼓が紋かになってい

る｡

図7も周5,6と同じく縦軸に砲内圧力を放り,秩

軸を経過砂時としたものである｡燃焼銑政は完全癖閑

で鹿賂包 (薪G梢爆)の兆丘を変え,受爆由に (新G

梢般50g)を燃焼させるための放牧薬庇と圧力の関係

を国べたものである｡

雄 包薬丘35gから22.5gまでの初圧は見るが受爆

包の鹿能等鼓はIOの完全燃焼である｡励樺色薬畳20g

になると圧力も低下し,32-35kg/cmtとなり受爆包

は蛤姓を継続せず,専親 lの徴燃焼となる｡また完全

燃焼した等級10は完全療閑があるため圧力曲線も0.4

- )砂の関で降下線が上昇してきている｡これはパラ

フィンから薬包紙の燃焼を経過して爆薬の燃焼が開始

された時点と推定される｡

次に励爆包である薪G摘燥22.5gで等鋲10の完全燃

焼であり,それより25g少ない20gでは噂叔lの概

燃焼と等親が大豊になっている｡このことから推察し

てこの耗鼓条件にあっては受健包である薪G梢燦の燃
焼を抽蚊させるか.させないかの励爆包の限外張丑は

22.5-20gの中桐にあるものと考えられる｡

以上図4-7の籍朱をまとめると,爆薬の悠族は同

一専政の燃塊状感であっても,経過秒時に対する砲内

圧力が界なるものがあるが,これは初圧ならびに燃焼

防止剤の効果の大小に関係するものと思われる｡また

受爆包の燃焼しないものは圧力曲線は急降下するが,

燃焼を継続ナるものは,図5にあっては0･2秒前後よ

り線やかな曲線となP,図6は 0.2-0.4秒で緩かな

曲線となる｡また図7は0.4-1秒で上昇線となる｡

このことから考轟して爆薬に対する額火開始時点は薬

国 4 最 高 庄 和 点
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叩 く抄JEg)7 励爆包薬丑と圧力

および砂時笹により異なるが,通観 0.2-L秒

と必われる｡次に完全密閉釈放においては励燥包お

よび受爆包に新G梢燦を使用すると,受燦包を燃焼さ

せるための励爆包の限界弟丑は20-22.5gの中間にあると推

定される｡ll

.揺 括以上の実験結果より次の船

が導かれる｡1. 燃焼的兵装匠の狭瞭孔市税が小さ

い粒,受燥包の燃旋等親は上るが,各燃焼防止剤の防止性能の供向

は変らない｡2. 当所の燃焼試験糞匿を用い完全密

閉で助虐包および受爆包に薪G硝煙を使用した勘合,

受爆包を燃焼させるための励感包の限界薬虫は20-22.5

gの中洞にあると

推定される｡31 勝 包にEq･S-Ⅰ燥燕50gを使

用し,完全密閉で燃焼就鼓を行うと燃焼を防止できる

有機,無検化合物は現在のところ見

あたらない｡Tot.93.U0..1.1m 4･ 爆薬に炭じんが海人すると静的熟 (′

,'-ナー噂の火格にも,劫的熟 (高温,高圧ガス流

)に対しても燃焼を起し

やすくなる｡5･ 薬包米に消嬉細 (食塩また雌 化

カリ)を吸着させでも,燃焼防止に杜効果はないもの

と思われる｡6. 結晶水を多量に含有していても K2Cr2(

SO一)一･24H20 のように水量組 4%までは燃

焼促過剤の作用をなし防止剤と

はならない｡7･ 篇晶水を多丑に含有した無機化合

物の内,次のものが燃焼防止剤として有

効であった｡狭際孔面頓)A14mm2で水虫換罫

4%の場合1. A】全くNOJ)

き･9H皇02. A12(Sot)き･
18H20狭隙孔面積 3.65mm全で水盤換井

2%の場合L Ak(NOB)

8･9H20狭鹸孔面積 3.65zTlm巳で水虫換井

4%の勘合l. All(NOa)

a･9Ⅰも02. Al皇(sot)81

18H203.MgSO

▲･7H20終T)に本研究に行なうに当り執政紙料

を推供して項いた各火薬会社ならびに終始御協力下さ

った公容姿疎研究所碓井分室の安部恒夫,井上邦三両

技官に感謝の意を表します｡
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OAJlurmln8-Pre▼entingA酢AtforCod放血eExplozli▼ea(II)

- horganiccompoutld-

by氏.Matsugum8,I.Kunitani,Y.KogaT.Teshim8,M.TAn&kn

AburningoEexplosiveincoalminebhs血ghasadangerofcAtWinggzL80rCoal

dustexplosion.

ThereEor,weequippedan8pparatuSforofserviiigtheburningoEexplosiveAt

similarCOnditionASAbt88tingsite,aJldinv6dgatedtheeffectoEpreventingburning

oEc001mineexplosiycscontainingburning-preventingagent.

As theresultsoEtheexperiment,weEotlndthatthefollowingcompoundsWere

effectiveASburning-preveJldJ)gagentsamonginorganicconpoundscontainit)gmuch

waterOEcrystallization.

1.AI,(NO.).･9H,0
2.All(SO.).･18H10

3.MgSO-･7HIO
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